
 

 

 

 

 

胃がん検診を安全に実施するため、 
次の項目に該当する方は、検診を受けることができません 

 

１ バリウム過敏症の方（過去にバリウムにより体調不良を 

起こしたことがある） 
 

２ 次の病気で過去に治療を受けたことがある方 

○消化管の穿孔（穴が開いた）・腸閉塞・腸捻転・大腸憩室炎 

○胃を全摘、小腸・大腸の手術をしている ○腹部の頻回手術 
 

３ 胃や十二指腸及び小腸・大腸の病気で治療中の方 
 

４ 1 年以内に手術した方 
 

５ 重篤な病気または体調不良を起こす恐れがある方 

○1年以内の発作（脳血管疾患、虚血性心疾患、不整脈） 

○状態が不安定な糖尿病 ○脳圧亢進でシャント中 

○大動脈瘤 ○メニエール病（治療中または自覚症状がある） 
 

６ 透析中、心不全、慢性腎疾患で水分制限がある方 
 

７ 呼吸困難や肺炎をおこす恐れがある方 

○過去にバリウムが気管に入ったことがある ○嚥下障害 

○喘息発作がある ○在宅酸素療法中 
 

８ 撮影台から転落の恐れや撮影が困難な方 

○自立歩行が困難または撮影台の手すりを握ることが難しい 

○検査のための体位変換（寝返り）ができない 

○体重が 130Kg以上 
 

９ 妊娠中または妊娠していると思われる方 
 

※ 自覚症状がある方、バリウム検査で毎回「精密検査」の方は、医療機関での検診をお勧

めします。 

胃がん検診をお申込みされる方へ 


